[image: image1.wmf]　











教材研究ノート№7-C-44





≪学習問題≫


後ろのギヤで変速できる自転車があります。


この自転車のペダルを1回転したとき，ギヤ


は何回転するか，ギヤの大きさを変えて調べ


てみよう。

















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・反比例の定義や，式，表，グラフの特徴を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2つの数量の関係に着目し，変化や対応から反比例の関係を見いだす学習をしている。　


○共同追究でのゆさぶり


・ギヤ比から自転車のこぎ具合を考える経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・ギヤを小さくすれば，少しこぐだけで車輪が1回転することを経験的に知っている。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し：ペダルを1回転させたときギヤが何回転するかわからない。


→　実際にペダルを1回転したとき，ギヤが何回転するか調べてみればよい。








②学習課題：ペダルを1回転させたとき，ギヤが何回転するか，ギヤの大きさを変えて表にまとめて調べてみよう。











③個人追究：グループで，模型を使ってギヤの歯数と回転数の関係を調べ，表に記入し関係を調べる。








④共同追究前半（思考を深める）


「2つの求め方の違いはなんだろう？」


→「Ａグループはいくつかのデータを表にして関係を見つけたが，Ｂグループは1回転したときに動く歯数が一定であることを使って関係を見つけたことが違う。」








④共同追究後半（ゆさぶり）


「なぜギヤを変えると，自転車のこぎ具合が変わるのかな？」


→「ギヤを小さくすれば，少しこぐだけで車輪が1回転するから，こぎ具合が変わるんだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・関係を表に整理して調べれば，反比例の関係を求められる。


・反比例の関係を利用しているものが身の回りにもたくさんある。





⑥定着･活用問題


(1) この問題で，ギヤの回転数を2倍にするには，ギヤの歯数をどのように変えればよいでしょうか。


(2) 身の回りで反比例になっていると考えられる事象を取り上げ，反比例かどうかを確認してみよう。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・数量関係を見つけ出すことに困難を感じる生徒も予想されるので，既習事項を整理した掲示物を用意し，実際の操作活動も取り入れて反比例の関係に気付かせたい。


・グループ学習に入る前に，一人一人で考える時間を確保し，個々の考えが深まったり，広がったりするグループ学習にしたい。





【板書計画】








